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発　　色 ： 黄→橙→赤茶
測定原理 ： ピクリン酸法
試　　薬 ： Rー1（粉末）、Rー2（パック）
特殊用具 ： 全シアン検定器 ( 型式：WA-CNT)
測定条件（推奨）
　　測定波長 ： 520.0nm
　　蒸留発色操作： 「全シアン検定器」付属の使用法をお読みください。
　　測定方法 ： 1. 純水をセルに入れ、ゼロ合わせを行なう。

2.	純水を捨て、全シアン検定器で蒸留・発色させて25mL に調整した捕集液をセルに入れる。
3.	すぐに吸光度を測定する。
4.	予め作成した検量線より、測定値を求める。

注意
測定には「全シアン検定器」( 型式 WA-CNT) が必要です。

No.46 型式：LR-CNT全シアン
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 試薬に関するお知らせ

本試薬は、R-1試薬に酸化アルミニウムを含んでおり、取扱い者への SDS の提供を義務づけた「労働
安全衛生法施行令 名称等を通知すべき危険物及び有害物」に該当します。
また、R-2試薬にピクリン酸カリウムを含んでおり、「労働安全衛生法施行令 別表第1 危険物（爆発性
の物）」に該当します。
なお、「PRTR 法」および「毒物及び劇物取締法」には該当しません。
R-1添加後の検水は約 pH2 です。（また、蒸留時の R-1試薬の分解により、アンモニウム態窒素が最大で
約250mg/ 回生成します。）
R-2添加後の測定液は約 pH12 です。
なお、高濃度のシアンが検出された場合、中和するとシアンガスが発散しますのでご注意ください。




